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「ふくしまから はじめよう。『食』と
『ふるさと』新生運動」いわき地方推

進本部平成２７年度総会の開催

「新たなふくしまの未来を拓く園芸
振興いわき地方推進会議」の開催

７月３日（金）、県いわき合同庁舎にお
いて、「ふくしまから はじめよう。
『食』と『ふるさと』新生運動」いわき地
方推進本部平成２７年度総会を開催し、構
成員等３７名が出席しました。

「新生運動」とは、本県農林水産業の東
日本大震災からの復興を成し遂げるため、
生産から流通・消費に至る様々な立場の
人々が一体となって推進する運動です。

まず、いわき地方推進本部長であるいわ
き農林事務所松本所長からあいさつがあ
り、引き続き、議題である平成２６年度事
業報告及び平成２７年度事業計画（案）に
ついて事務局から説明を行い、構成員から
承認されました。

その後、いわき市漁業協同組合勿来支部
青壮年部長の高木完昇（さだのり）氏が
「いわき地区の試験操業及び漁業技術研修
について」、いわき市農政課の大和田克彦
事務主任が「『いわき野菜アンバサダー制
度』について」と題した事例報告を行いま
した。高木氏からは、現在の水揚げ量は震
災前の２％であるが順調に増加しているこ
と、大和田事務主任からは、アンバサダー
が増えるほど情報の発信量が増え、情報自
体の信ぴょう性が増すこと等の報告があり
ました。

さらに、構成員による意見交換が行わ
れ、農業関係者からは「子供や都会に住む
方に農業に関心を持ってもらい、安全・安
心をＰＲしていきたい」、商業者からは
「震災前と比較して取扱量は回復したが単
価がまだ回復しきれていない。いわき産野
菜を全国に供給できる体制づくりを整えた
い」といった意見が寄せられ、有意義な会
議となりました。

７月１日（水）、県いわき合同庁舎に
おいて、いわき市、ＪＡ全農福島、ＪＡ
いわき市、ＪＡいわき中部、いわき農林
事務所が一堂に会し、「新たなふくしま
の未来を拓く園芸振興いわき地方推進会
議」を開催しました。

本会議は、東日本大震災及び原子力災
害の影響により、厳しい状況におかれて
いるいわき地方の園芸産地の復興を目指
して開催しています。

会議では、「園芸産地復興計画」プロ
ジェクト品目として掲げた「いちご」、
「ねぎ」、「日本なし」の昨年度の活動
実績と今年度の活動計画について、積極
的に意見を交換しました。共通課題とし
ては、担い手の確保や生産基盤の整備が
意見として挙げられ、施設等の整備に係
る事業活用も含め、各品目の作付けの推
進をより強化していくこととしました。

また、昨年度実施した梨加工研修会を
きっかけに、「いわき梨」を原料とした
カレーやワインなどの新たな６次化の取
組が始まることが報告されました。

（今後の園芸振興について話し合い）

（農業振興普及部）

（あいさつを述べる松本所長）
（企画部）
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いわき市営農推進会議の開催
ない、地域の農業水利施設の大切さにつ
いて理解を深めていました。

６月４日（木）、ＪＡいわき市におい
て、「いわき市営農推進会議」を開催しま
した。

本会議は、いわき市、ＪＡいわき市営農
部各課、いわき農林事務所農業振興普及部
の職員が一堂に会して、管内の農業振興の
方針や各活動の連携について情報を共有
し、協議するために毎年開催しています。

会議では、関係機関の各部署から平成２
７年度の農業振興の方針や主要事業につい
て説明が行われ、出席者から各事業等に対
しての質問や意見が出されるとともに、協
力内容等について協議しました。

今回は、特に米の全量全袋検査や緊急時
環境モニタリング、市が実施している自主
検査の取組について活発な意見が出され、
まだまだ風評対策の継続が必要であると改
めて確認し合いました。

今後も、いわき農林事務所では、震災か
らの一日も早い復旧・復興のため、営農対
策や風評対策について、関係機関と連携し
ながら活動を展開していきます。

（菅波事務局長がサイフォンの仕組みを実演)

（大越藤間第二排水機場の様子）
（農村整備部）

平成２７年度いわき地方
農薬適正使用推進会議の開催

（農業振興普及部） ６月２５日（木）、県いわき合同庁舎
において、いわき地方農薬適正使用推進
会議を開催しました。

本会議は、いわき地方における農産物
生産の農薬適正使用を推進し、消費者に
安全・安心な農産物を提供することを目
的として毎年開催しています。

昨年度より残留農薬の新しい評価方法
である短期暴露評価が導入されたことに
より、従来より厳しい基準となるため、
農薬を使用する生産者の方が混乱しない
よう関係者間で情報の共有を行いまし
た。

また、農薬の目的外使用による事故の
未然防止に向けた留意事項の周知、栽培
履歴の記帳の推進、万一の事故時におけ
る出荷停止や事後対策などについて、関
係機関と役割を確認しました。

第１３回治右衛門の堰
「あじさい祭り」の開催！

７月２日（火）、いわき農林事務所が後
援する愛谷江筋愛護会主催の第１３回治右
衛門の堰「あじさい祭り」（「愛谷江筋は
どこから流れてくるのかな？」）が開催さ
れました。

このあじさい祭りは、地域の農業水利施
設についての学習を通して、施設の重要性
を知ってもらうことを目的として毎年開催
されており、今年はいわき市立夏井小学校
の４年生１７名が参加しました。

児童たちは、大型バスに乗って愛谷頭首
工、北白土除塵機・新川サイフォン、大越
藤間第二排水機場を見学するとともに、維
持管理の一環として愛谷江筋沿いのアジサ
イ散歩道のゴミ拾いを行いました。バスの
移動や農業水利施設を見学する中で、愛谷
堰土地改良区の菅波事務局長より、農業水
利施設の果たす役割や施設についての説明
を聞き、児童たちは積極的に「サイフォ
ンってどういう仕組みなの？」等の質問を
して知識を深めていました。

児童たちは、頭首工や排水機場のポンプ
の大きさに驚いたり、実際に機械の操作を
体験するなど、普段の学校の授業では学べ

（会議の様子）
（農業振興普及部）
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「ふくしま食育実践サポーター」
による食育活動について

６月１０日（水）、いわき市立汐見が丘
幼稚園において、ふくしま食育実践サポー
ターによる食育活動が行われました。

「ふくしま食育実践サポーター」とは、
食生活や栄養、食文化、食の安全・安心な
ど「食」に関する分野において、自らの知
識や経験を活かして食育活動を支援する
方々をいいます。

今回の食育活動は、園児達が週に３日は
弁当を持参していることから、保護者の
方々に「食」の大切さをもっと知ってもら
うことを目的として、当幼稚園が実施した
ものです。

活動内容は、ふくしま食育実践サポー
ターの髙萩多香子さんが園児及び保護者、
幼稚園職員７２名を対象に、朝食や様々な
色の食べ物を食べることの大切さを、エプ
ロンや人形を使い、園児の興味を引きつけ
ながらわかりやすくお話ししました。

また、バナナ、ハム、チーズを使用した
ロールサンドや園児自身がちぎったキャベ
ツや型抜きしたニンジン入りのスープを調
理し、親子一緒に楽しく会食しました。
　
　

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/sup
porterseido.html

（企画部）

松くい虫被害対策に
取り組んでいます！

マツは、他の樹木が生育しない痩せ地
や海岸にも生育することから、土砂の流
出や潮害などから住宅や農地を守ると
いった国土保全機能を有しているほか、
木材やきのこといった林産物の生産や伝
統ある景観を保全する重要な働きをもっ
ています。

しかし、マツを枯らす松くい虫被害は
昭和５０年代より発生・拡大しており、
現在ではいわき農林事務所管内の各地に
おいて被害が確認されています。

このため、「保全松林（将来にわたっ
て健全な松林として維持していく松
林）」を守ることを目的に、県といわき
市が連携して被害対策を実施していると
ころです。

今年度も、６月４日（木）から１７日
（水）まで松くい虫被害を未然に防止す
る目的で、市が「松くい虫防除事業（薬
剤散布）」を実施し、「勿来」や「四
倉・大久」、「小名浜」、「新舞子」の
４地区の民有林約１９０haでヘリコプ
ターやスパウダーによる薬剤散布を行い
ました。

このほか、松くい虫被害木を伐採し、
薬剤でくん蒸処理を行う「伐倒駆除」を
春（５月～６月）及び秋（１０月～２
月）に実施し、被害の拡大防止に取り組
んでいます。

（エプロンシアターを使ったお話の様子）

（親子一緒に会食）
（スパウダーによる散布作業（小名浜地区））

（森林林業部）
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いわき農林事務所では、「食」に関する
学校の授業や地域団体が実施するセミナー
などへサポ－ターを派遣しています。詳し
くは福島県農産物流通課ＨＰをご覧くださ
い。
（ＨＰのＵＲＬ）



６月１５日（月）、市内のねぎ生産者の
圃場において、産地見学会を開催しまし
た。

いわき地方は、県内でも温暖な気候をい
かして、様々な園芸作物が栽培されていま
す。なかでも「いわきねぎ」は、明治時代
から続く伝統のある作物ですが、震災や高
齢化により生産者・栽培面積とも減少傾向
にあります。

この見学会は、いわきねぎの産地復興に
向けた取り組みの一環として、今年１月に
実施した新規作付け説明会の参加者を対象
に、地元生産者やＪＡの協力を得て開催し
たもので、今回は３名の方が参加しまし
た。

参加者は、溝掘りから植え付けまでの一
連の作業を見学し、「ひっぱりくん」とい
う名称の農機具を使用して、定植作業を体
験しました。併せて、いわきでは様々なね
ぎの品種が作付けされ、ほぼ一年中出荷さ
れているとの説明を受け、参加者は見事に
生育したいわきねぎを前にしきりに感心し
ていました。

今後は、１１月に２回目の見学会を開催
し、収穫や出荷調製の方法などを見学して
いただく予定ですので、興味のある方はぜ
ひお越しください。

６月２５日（木）、県いわき合同庁舎
において、有害鳥獣被害防止対策会議を
開催しました。

本会議では、各関係機関によるイノシ
シやハクビシン等による農産物への被害
防止対策の取組について、意見交換を行
い、協力して対策していくことを確認し
ました。

市内では、電気柵による侵入防止対策
と箱ワナによる捕獲を行っていますが、
個人による取組が多く、被害拡大を防ぐ
ためには地域間の連携が必要となってい
ます。

今後、いわき農林事務所では、電気柵
の設置箇所の点検や被害防止対策に向け
た研修会を計画しています。

（農業振興普及部）

福島県漁業士の認定式

７月１０日（金）、水産会館におい
て、漁業士の認定式が行われました。

漁業士には、青年漁業士と指導漁業士
があり、青年漁業士は、青壮年部活動に
積極的に参加し、今後中心的な活動が見
込まれる４０歳未満の漁業者で、また、
指導漁業士は、優れた漁業技術や経営能
力を持ち、後継者育成にも理解があり、
かつ積極的な活動を行っている漁業者に
与えられる称号で、福島県知事が認定す
るものです。

今年度は、新たに５名の青年漁業士と
３名の指導漁業士が認定されました。い
ずれの方も本県の水産業振興のために活
躍されている方々ですが、今回の漁業士
認定を受け、さらなる活躍が期待されま
す。

（実際にひっぱりくんで植えてみました！）

いわきねぎの産地見学会の開催！
平成２７年度いわき地方

有害鳥獣被害防止対策会議の開催

（農業振興普及部） （水産事務所）
-4-

（夏秋ねぎ圃場見学の様子です） （認定された漁業士の方々）



（農業振興普及部） （いわき地方振興局企画・商工部）

第１回「いわき野菜de
ベジスイーツ」の開催！

「Iwakiロコモココンテスト」が
開催されました！

６月２１日（日）、いわき農林事務所と
いわき市見せる課が後援するＪＡいわき市
直売所新鮮やさい館主催の「いわき野菜de
ベジスイーツ」が開催されました。

参加者の定員は３０名でしたが、生産者
も含め総勢４０名余りが参加し、大盛況と
なりました。

講師の野菜ソムリエの木下麻美さんか
ら、スイーツづくりに使用する野菜（小松
菜、かぼちゃ、トマト）のマメ知識をお話
しいただいたあと、カラフルお野菜白玉団
子やトッピング用のゼリーづくり、野菜の
型抜きをするなど、スイーツづくりを体験
していただきました。

参加した子供たちは、茹であがっていく
と色が鮮やかになり、お湯の中で浮かび上
がるカラフルな野菜の色に発色した団子を
見て、「おもしろい」や「不思議」などの
声が上がり、興味津々な様子でした。トッ
ピング用のベリー類についても多くの種類
があることに驚いていました。保護者の方
からは、野菜を楽しく、おいしく、気軽に
食べられると好評でした。

また、生産者の方にも参加いただき、消
費者との交流ができてよかったとの感想も
いただきました。

この体験は、親子で直売所を訪れ、地元
の食材に興味をもっていただくよい機会と
なりました。

今後は、３回（１０月、１２月、２月）
の開催を予定しています。

６月２３日（火）、いわき市中央卸売
市場において、いわき地域の恵み安全対
策協議会主催の「Iwakiロコモココンテス
ト」が開催されました。

これは、いわき市の農産物及び水産物
のイメージ回復や産業活性化を目的に、
平成２７年度地域創生総合支援事業（サ
ポート事業）を活用して開催されたもの
です。

ロコモコとは、ハワイ料理の一つ（ご
飯の上にハンバーグや目玉焼きなどを乗
せた丼風のもの）であり、「Iwakiロコモ
コ」は、いわき産コシヒカリ「 Iwaki
Laiki」に「カジキ」とトマトなどの「い
わき産野菜」などを盛りつけた料理のこ
とを言います。

今回は、書類審査を突破した８団体の
二次審査が行われました。アクアマリン
ふくしまの安部館長やスパリゾートハワ
イアンズのダンシングチーム・リーダー
のモアナ梨江さん、いわき地方振興局の
大江局長ほか７名による審査が行われ、
湯本高校の「Lokomokoカジキ娘（湯高）
Style」がグランプリに選ばれました。

なお、８月から１０月には「Iwaki ロ
コモコ」を提供している市内の店舗を周
遊する食べ歩きスタンプラリーキャン
ペーンの開催を予定しており、今回のコ
ンテストで上位に入ったメニューを提供
することとなっています。

　　（グランプリに輝いた湯本高校の
　　　「Lokomokoカジキ娘（湯高）Style」）（全員集合）
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（表３）基準値内で検出された品目と検体数

６月３０日現在、いわき地方産の農林
畜産物で出荷が制限されているのは、
（表４）のとおりです。

（参加者へ事業等の説明） （表４）出荷制限及び出荷自粛品目（６月末現在）

（農村整備部）

いわき地方の農林水産物
モニタリング検査結果

平成２７年度管内農業農村整備
事業担当者研修会の開催

　検査した１３品目３３検体のうち、
１２品目２６検体において、放射性セシ
ウムが検査機器の検出限界値以下でし
た。内訳は（表２）のとおりです。７月１日（水）、県いわき合同庁舎にお

いて、いわき農林事務所農村整備部主催に
よる管内農業農村整備事業担当者研修会を
開催しました。

研修会には、いわき市農地課や管内各土
地改良区の職員が参加し、間近に迫った会
計検査に関する情報や新規調査地区の手続
き、各関連事業の内容や申請方法、資料作
成に関する留意点の説明について熱心に耳
を傾けていました。

研修会終了後は、市、各土地改良区の抱
えている課題について、農林事務所担当者
と個別打合せが行われ、今後の管内農業農
村整備事業の推進に向け有意義な研修会と
なりました。

(表２)1点も放射性セシウムが検出されなかった品目と
　　　検体数

また、ウメについては、２検体に１０
０Bq/kg以下の放射性セシウムが検出され
ました。内訳は（表３）のとおりです。

福島県が行った、いわき地方の６月の農
林畜産物の放射性物質モニタリング検査結
果（表１）をお知らせします。

（企画部）

（表１）農林畜産物の検査結果（６月末現在）

※１：ウメ
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農林畜産物の放射性モニタリング検査結果

１３品目

３３検体

計

1点も検出されなかった
品　目　と　検　体　数

検出限界値

以下の検体

基準値内で

検出された検体

基準値超で

検出された検体

１品目 （※1）

５検体 ２検体 ０検体

検体の一部が検出された品目と検体数

１２品目

２６検体

スナップエンドウ 1、ニラ 2、ブルーベリー 1、ボイセン
ベリー 1、タマネギ 3、菌床しいたけ（施設） 4、菌床な
めこ（施設） 2、ふき（野生） 1、はちみつ 1、豚肉 1、
牛肉　4、原乳　5

品名

（２）7ウメ

（うち基準値内）検体数

2
（最大値

6.0Bq/kg)

5

内訳

100Bq以下 検出限界値以下

出荷制限
（7品目）

きのこ

畜産物 ―

原木なめこ（露地）、野生きのこ

たけのこ、ぜんまい、わらび、こしあ

ぶら、たらのめ（野生のものに限る)
山菜

出荷自粛

(1品目）
山菜 さんしょう（野生のものに限る）

品目

―

―

―

制限、自粛

野菜・根菜・芋類

果物

穀類

区分



福島県沖で採取された海産魚介類への放射能の影響は、時間の経過とともに着実に
低下しています。

平成２７年１～６月までにセシウムの食品衛生法における一般食品の基準値である
１００Bq/kgを超えたものは４検体で、全体の０．１％でした。

なお、３月７日以降に採取された海産魚介類で基準値の１００Bq/kgを超えたもの
はありませんでした。

　　平成23年以降のモニタリング検体数と割合

※採取月日で集計

（水産事務所）
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海産魚介類の緊急時モニタリング検査結果

い わ き の 情 報 を お 知 ら せ し ま す ！ 

年
100Bq/kg
超

100Bq/kg
以下

不検出 計

検体数 785 893 294 1,972

割合（％） 39.8 45.3 14.9 100.0

検体数 921 2,372 2,287 5,580

割合（％） 16.5 42.5 41.0 100.0

検体数 280 2,147 5,214 7,641

割合（％） 3.7 28.1 68.2 100.0

検体数 75 1,387 7,260 8,722

割合（％） 0.9 15.9 83.2 100.0

検体数 4 574 3,869 4,447

割合（％） 0.1 12.9 87.0 100.0

検体数 2,065 7,373 18,924 28,362

割合（％） 7.3 26.0 66.7 100.0
計

H23

H24

H25

H26

H27

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H23 H24 H25 H26 H27

（
％

）

検
体

数

100Bq/kg超

100Bq/kg以下

ND

100Bq/kg超（％）

ND（％）

暦年

(検体数) (％) 
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 ○ 北の屋そばや（植田町） 
   ≪地産地消メニュー≫天ざるそば、ぶっかけそば・うどん、天ぷらごはん 

   ≪説明≫福島県産の食材をできるだけ多く使用しています。 

   ≪店舗からの情報≫平日は、得々献立（ランチ）を実施しています。 

   ≪店舗の連絡先≫ 

      住   所：いわき市植田町本町１－１０－１ 

            電話番号：０２４６－６２－４７５２ 

   ≪地図≫                      ≪店舗の写真≫                  
 
 
 
 

  地産地消推進日（８月は８日（土））に合わせ、いわき農林事務所に情報提供のあった 

食彩ふくしま地産地消推進店のメニューを紹介しますので、ぜひご賞味ください。 

  なお、店舗の都合により内容は変更される場合がありますのでご了承ください。 

  また、営業日（メニューの実施日）については、事前にご確認ください。 
 

（北の屋そばや） 


